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厚 生 委 員 会 情 報 連 絡 

令和４年１１月１１日 

件 名 
「令和４年度低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金」

の支給実績について 

所管部課名 福祉部 親子支援課 

内 容 

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中で、食費等の物価高騰

に直面する低所得の子育て世帯に対し、その実情を踏まえた生活の支援を

行うため、国の事業として「令和４年度低所得の子育て世帯に対する子育

て世帯生活支援特別給付金」を児童 1人当たり一律５万円支給している。

令和４年１０月３１日現在の実績について、以下のとおり報告する。 

１ 給付事業 

（１）ひとり親世帯

項目
申請不要
世帯

家計急変
世帯

公的年金
世帯

小計

① 通知書発送件数（世帯） 4,930 1,271 69 6,270

② 通知書受付件数（世帯） - 168 42 210

③ 支給決定件数（世帯） 4,924 122 35 5,081

④ 支給済み件数（人数） 7,429 181 45 7,655

⑤ 決定率（③/①）％ 99.9 9.6 50.7 81.0

⑥ 交付額（千円） 371,450 9,050 2,250 382,750

ア 申請不要対象者

・ 令和４年６月８日に通知発送。

・ 同２４日振込。

イ 要申請者

・ 令和４年７月５日より順次申請書発送。審査後に順次振込。

・ 同２９日振込開始。

（２）その他世帯

項目
申請不要
世帯

家計急変
世帯

高校生
世帯等

小計

① 通知書発送件数（世帯） 3,653 - 349 4,002

② 通知書受付件数（世帯） - 37 232 269

③ 支給決定件数（世帯） 3,641 28 203 3,872

④ 支給済み件数（人数） 6,512 67 228 6,807

⑤ 決定率（③/①）％ 99.7 - 58.2 96.8

⑥ 交付額（千円） 325,600 3,350 11,400 340,350

ア 申請不要対象者

・ 令和４年６月２９日より順次通知発送。

・ 令和４年７月１５日より振込開始。
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イ 要申請者

・ 令和４年７月５日より順次申請書発送。審査後に順次振込。

・ 同２９日より振込開始。

２ 親子支援課子育て臨時特別給付金係職員数及び事務内容について 

（１）職員数

６名（９月３０日時点）

（２）主な事務内容

・ 申請書の受理、開封、仕分け

・ 申請書の内容確認

・ データ入力処理

・ 振込データ作成

・ 振込処理及び通知書発送

・ 不備対応等

３ 給付金の周知について 

（１）対象世帯に対して、申請書を送付するとともに、あだち広報 

（５月２５日号、６月１０日号、６月２５日号）、区ホームページで周 

知した。 

（２）今後の対応として、家計急変世帯への給付金については、ひとり親 

  世帯へは昨年度の支給者に対して勧奨通知を送付する。その他世帯 

へは町会・自治会や住区センター等にチラシを配布し、周知に努めて 

いく。 

問 題 点 

今後の方針 

引き続き早急な支給事務を行う。 
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厚生委員会情報連絡一覧表

件  名 内  容 
日時及び 

場所 
ＰＲの方法 

２ 中国帰国者等

地域交流事業の

代替事業の開催

について 

所管課 

【高齢福祉課】 

中国帰国者等の地域社会への円滑な適

応促進を図ることを目的とする地域交流

事業として、「水餃子料理教室」を開催

していたが、コロナ禍により令和２年度

と３年度は中止した。令和４年度は、代

替事業として「サークル活動発表会と映

画会」を開催する。 

１ 内容 

（１）サークル活動発表会

帰国者による楽器演奏や踊りの披

露、作品展示など。 

（２）映画会

中国語映像資料（ＤＶＤ）の上映

※ 日本語字幕付き

（３）参加者数（事前申込制・先着順）

・ 帰国者等３０人

・ 地域住民･ボランティア１０人

程度

２ その他 

  事業実施にあたり、コロナ対策に万

全を期すとともに、会場の定員管理を

徹底する。また、コロナ感染状況によ

り、事業中止や内容変更を検討する。 

【日時】 

令和５年

２月４日

（土） 

午後１時

から４時 

まで 

【場所】 

梅田地域

学習セン

ター・第

一学習室

（定員 

７２人） 

・ 開催記事を

掲載した帰

国者だより

「故郷」を

帰国者宛に

１２月上旬

に発送する。 

・ 会場近隣の

町会・自治

会に対し、

梅田区民事

務所第十地

区連絡協議

会 （ 令 和

４年１１月

１５日）で

周知・案内

する。
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厚 生 委 員 会 情 報 連 絡 一 覧 表 

件 名 内 容 日時及び場所 ＰＲの方法 

３ 「広告付きエン

ディングノート」

の作成事業者の決

定について 

所管課 

【高齢福祉課】 

民間提案型広告事業で「広告付きエンディ

ングノート」の提案を公募し審査した結果、

以下のとおり事業者が決定した。 

１ 応募総数及び審査数 

応募総数：1事業者 

審 査 数：1事業者 

２ 審査年月日 

令和４年１０月１４日 

３ 審査結果 

採択 

４ 採択理由 

・ 未来をより良く生きるための設計図

という視点が、区が求めるものと合

致している。

・ 過去の実績を活かした記入し易いレ

イアウトの工夫がある。

・ 広告を巻末にまとめて掲載するスタ

イルで読み易い。

５ 被採択者の名称及び住所 

  株式会社 鎌倉新書 

東京都中央区京橋二丁目１４番１号 

兼松ビル３階 
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厚 生 委 員 会 情 報 連 絡 

令和４年１１月１１日 

件 名 「地域包括支援センター一ツ家」の移転について 

所管部課名 福祉部 高齢者施策推進室 地域包括ケア推進課 

内 容 

 地域包括支援センター一ツ家について、以下のとおり、事務所の移転を

行うことになったので報告する。 

１ 現住所  （地図） 

  足立区一ツ家四丁目５番１１号 

（常楽診療所併設） 

２ 移転先住所  

  足立区一ツ家四丁目２番１３号

＜令和 4年 12月 28日移転予定＞ 

３ 周知方法 

・ 区ホームページに掲載

・ あだち広報（11月 25日号）に掲載

・ 地域包括支援センター等で案内チラシを配布

４ 運営委託法人 

  社会医療法人社団 慈生会 

５ 担当地域 

  平野、一ツ家、保塚町、六町、南花畑一丁目から四丁目 

６ 電話番号・ＦＡＸ番号（変更なし） 

  電 話 ０３－３８５０－０３００ 

  ＦＡＸ ０３－３８５０－０３７０ 

問 題 点 

今後の方針 

6



厚生委員会情報連絡一覧表

件  名 内  容 日時及び場所 ＰＲの方法 

５ 令和４年度

認知症月間

の取組結果に

ついて 

所管課 

【地域包括ケア

推進課】 

９月２１日の「世界アルツハイマーデー」に

合わせて、「認知症月間」の取組みを行った。 

１ 主な事業 

（１）アウトリーチ展開

区内スーパー６店舗で、１か月間のパネ

ル展示、リーフレット配架を行った。

【ターゲット】

買い物に来ている４０代・５０代 

【メッセージ】 

認知症の正しい理解に基づき、早めの備

えに取り組む。 

ア 「あだち脳活フェスタ」の開催

９月１７日（土）の「あだち脳活フェ

スタ」は、当初の予定を変更し、感染対

策を行い、多数の人が滞留する講演は実

施せず下記の内容で行った。

実施コンテンツ 参加者数 

① 医療・介護の専門家による相談コ

ーナー
10名 

② 管理栄養士による相談コーナー

（べジチェック（カゴメ（株）提

供）を含む）

217名 

③ 館内をめぐるクイズラリー（帝京

科学大学学生がクイズを考案）
291名 

④ 理学療法士による歩き方相談 5名 

⑤（株）花王による「自分らしく輝

く 簡単！メイク講座」
35名 

イ 「脳活フェスタ」実施日以外の展開日

数及び実施数

実施場所 
実施

日数 

ベジチ

ェック

実施数 

相談

者数 

イトーヨ

ーカドー

アリオ

西新井
9日間 1,095名 5名 

綾瀬 1日間 64名 1名 

竹の塚 1日間 30名 1名 

ヨークフ

ーズ

梅島 2日間 58名 － 

千住 2日間 136名 － 

ヨークプ

ライス
西新井 2日間 147名 1名 

認知症月間 

【日時】 

令和４年 

９月１日～ 

３０日 

【場所】 

イトーヨー

カドー綾瀬

店、竹の塚

店、アリオ

西新井店

ヨークフー

ズ千住店、

梅島店

ヨークプラ

イス西新井

店

※あだち脳

活フェスタ

【日時】

令和４年

９月１７日

【場所】

アリオ西新

井

区内の介

護事業者、 

医療機関、 

スーパー、

郵便局及 

び銭湯等 

へポスター、 

リーフレッ

トを送付

あだち広

報 8/25号 

Twitter 

Facebook 

Ａメール 

7



ウ アンケート回答者数

イトーヨーカドー３店舗及びヨークプ

ライス１店舗で１３日間にわたり、地域

包括支援センター出張相談会を開催し、

６２９名にアンケートを実施した。

年代別の参加者数をみると、７０歳以

上が一番多くなっている。ターゲットと

した４０・５０歳代は全体の約４割であ

った。 

また４０・５０歳代の８４％が「買い

物に来たら、たまたまやっていた」と回

答した。 

エ 実施コンテンツ

下記のコンテンツを１か月間、各店舗

で実施した。 

イトー

ヨーカドー

ヨーク

フーズ
ヨーク

プライス

ア
リ
オ

西
新
井

綾

瀬 

竹

の

塚 

梅

島 

千

住 

西
新
井

パネル展示 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

リーフレッ

トの配架
〇 〇 〇 〇 〇 〇 

「らく・う

まごはん」

放映 

〇 〇 〇 

食品ポッ

プ等掲示 
〇 〇 〇 〇 〇 〇 

館内放送 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

その他 

レシー

トに PR

印字
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（２）ミニイベント展開

認知症にかかわる事業所で予約制により

実施 

【ターゲット】 

事業所近隣の区民 

【メッセージ】 

身近な場所で正しく認知症の知識を学ぶ 

実施内容・場所 箇所数 
参加 

者数 

認知症

を知っ

て備える 

薬局 9 22名 

図書館・地域

学習センター 
16 29名 

介護事業所・

病院 
8 73名 

介護や認知症を語り合う 4 26名 

認知症を学ぶ（認知症サ

ポーター養成講座） 
22 289名 

２ 区民への周知 

（１）あだち広報 ８月２５日号

（２）リーフレット配布及びポスター掲示

〔配架場所及び配布実績〕

配架場所 配布数 

イトーヨーカドー 

アリオ西新井 6,124枚 

綾瀬 892枚 

竹の塚 1,054枚 

ヨークフーズ
梅島 592枚 

千住 909枚 

ヨークプライス 西新井 1,013枚 

駅スタンド 1,698枚 

ミニイベント実施事業所、足立成

和信用金庫、図書館、郵便局、銭

湯

2,453枚 

地域包括支援センター、その他 4,675枚 

計 19,410枚 

（３）A-メール（２回）、区ホームページ、Twitter

（毎日）、Facebook（毎日）、ビュー坊テ

レビ等を活用して啓発

３ 今後の方針 

４０・５０歳代の区民に身近な場所で、認

知症の正しい知識に基づき早めの備えに取組

み、社会資源を知る機会となるよう、引き続

き普及啓発を実施していく。 
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厚生委員会情報連絡一覧表 

件  名 内  容 
日時及び 

場所 
ＰＲの方法 

６ 令和４年度特

別養護老人ホー

ムの整備・運営

事業者の公募結

果について 

所管課 

【介護保険課】 

特別養護老人ホームの整備・運営事業者の公募

を行い、審査の結果、以下の事業者を選定した。 

１ 応募事業者数 

  ２法人 

２ 選定審査会 

（１）第一次（書類審査）

令和４年８月３０日（火）

２法人中２法人が第一次審査を通過した。

（２）第二次（ヒアリング）

令和４年９月３０日（金）

※ 選定審査会における評点は別紙１参照

３ 審査結果 

  ２法人中、１法人を選定した。 

（１）選定法人

法人名  社会福祉法人経山会 

法人本部 岡山県総社市 

ア 整備内容

特別養護老人ホーム（１５３床）

内訳：ユニット型個室 １２３床

  従来型多床室 ３０床 

併設：ショートステイ  １５床 

防災拠点型地域交流スペース 

防災倉庫 

イ 整備地

花畑三丁目１－１～１－９

（１－７除く） 

敷地面積 ２５４５．９５㎡ 

ウ 開設予定時期

令和７年 ８月

４ その他 

  令和４年度は、旧本木東小学校跡地を活用

した公募も実施している。事業者の選定は、

令和５年１月を予定している。 

１０月

１１日 

区ホームペ

ージに掲載

済 
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令和４年度　足立区地域密着型サービス等事業者選定等審査会（特別養護老人ホーム）　選定結果

開催日：令和４年８月３０日（第一次審査）、令和４年９月３０日（第二次審査）

配 点 (福)経山会 Ａ法人

1 組織の安定性 30 24.00 18.67

2 運営の安定性 40 23.67 24.83

3 事業計画の内容 30 20.16 20.83

4 区内経済活性化 加算 0.00 0.00

100 67.83 64.33

1 法人の財務状況、資金計画の妥当性 15 12.33 10.00

2 法人の理念、施設整備・運営方針 25 17.83 16.33

3 介護保険事業の実績 10 8.33 6.67

4 施設の管理運営体制 35 22.50 22.00

5 地域との関係づくり 15 9.83 9.83

6 過去の事件・事故 減点 -0.73 0.00

100 70.09 64.83

選　定 非選定

※ 評点は各委員の点数の平均点

別紙１

結 果

評　価　項　目

一
次
審
査

第　一　次　審　査　評　点

二
次
審
査

第　二　次　審　査　評　点
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厚生委員会情報連絡一覧表 

件  名 内  容 
日時及び 

場所 
ＰＲの方法 

７ 令和４年度地

域密着型サービ

スの整備・運営

事業者の公募結

果について 

所管課 

【介護保険課】 

地域密着型サービスの整備・運営事業者の公募

について、結果を報告する。 

１ 応募事業者数 

No サービス種別 募集数 応募数 

１ 
認知症高齢者 

グループホーム 
１ １ 

２ 
小規模多機能型 

居宅介護 
２ なし 

３ 
看護小規模多機能型

居宅介護 
１ なし 

２ 選定審査会 

令和４年８月３０日（火）に第一次審査

（書類審査）を行い、１法人が通過した。 

第一次審査後、審査を通過した１法人が

応募を辞退したため、第二次審査は実施し

なかった。 

３ 結果 

選定事業者なし 

４ その他 

  事業者の応募が増加するよう、公募の実施

方法等について検討する。 

区ホームペ

ージに掲載 
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厚生委員会情報連絡一覧表

件  名 内  容 日時及び場所 ＰＲの方法 

８ 令和４年

度「ひきこ

もりの理解

と支援のた

めのセミナ

ー」の実施

について 

所管課 

【くらしとし

ごとの相談セ

ンター】

ひきこもり当事者や家族が抱える悩みに対応

する方法や、社会からの孤立を防ぐヒントを学

ぶための「ひきこもりの理解と支援のためのセ

ミナー」を開催する。

１ 開催概要 

（１）定員 ６０名

（２）対象 区内在住、在勤、在学の方。

現在支援につながっていないひきこ 

もり状態にある当事者やその家族、 

ひきこもりに関心のある方（保健師、 

民生委員、地域包括支援センター 

等）。 

２ セミナー内容 

（１）講演

・ 講  師：ＮＰＯ法人

青少年自立援助センター 

理事長 河野 久忠 氏 

・ テーマ：「ひきこもりとは何か」

「ひきこもりの方との関わり 

方、接し方のポイント」 

（２）支援活動の紹介

あ・ 足立ひきこもり家族会 

い・ セーフティネットあだち

（３）個別相談

あ上記（１）（２）終了後、個別ブースにて

ひきこもりに関する各相談を受付ける。

３ その他 

  新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、

マスク着用、受付時の手指消毒、検温の徹底と

ともに３密状態にならないよう十分留意する。 

【日時】 

令和４年１１

月２７日（日） 

午後２時～３

時３０分 

【場所】 

こども支援セ

ンターげんき

５階研修室３

・あだち広

報１０月

２５日号

に掲載

・区ホーム

ページ掲

載

・区内各施

設等にチ

ラシを配

付

・地域包括

支援セン

ターへ訪

問時にチ

ラシ配付

協力を依

頼

・ＳＮＳに

て発信

・デジタル

サイネー

ジにて放

映
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